８　山中鹿中助幸盛の活動

尼子氏の重臣山中　　　名城月山城は落ちて城中の勇士は四散した。しかし、多くの遺臣の中には、主家再興をはかろ

鹿之助旗挙げ　　　　うと山中鹿之助幸盛らを中心としたグループによる旗EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あ),挙)げが因伯の地においてされようとしており、彼等はまずこの地を拠点として出雲に攻め入ろうとしたのである。当時大山寺はその復興に毛利の恩恵を受けていた関係で、毛利氏に通じていたが、ひとり経悟院（教悟院）のみは尼子の旗EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あ),挙)げに応じ、自然の要害により西の毛利氏を引き受けんとするの勇を示した。

鹿之助同志を募る　　　さて、山中幸盛は尼子の主を立てるには、当時、尼子新宮党国久の子誠久の末子で、京都東福寺に僧となっていた遺子をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(げんぞく),還俗)させて、尼子孫四郎勝久と名乗らせ、これを奉じて同志と相携えてまず但馬に下った。そこで垣屋播磨守を頼み、海上の権力者奈佐日本助の授により２００余人を率いて永祿１２（１５６９）年５月隠岐に渡り、佐々木為清と結び、さらに６月２３日出雲島根半島忠山に拠って国中の同志を募った。
尼子勝久定光寺の　　　こうして尼子勝久は伯州の人気をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しず),鎮)めるために、永祿１２年１０月には倉吉在方定光寺に

安堵状　　　　　　　　「伯州久米郡定光寺

　　　　　　　　　　　　之事代々判形之旨

　　　　　　　　　　　　不可有相違者也仍状

　　　　　　　　　　　　如件

　　　　　　　　　　　　　永祿拾二年十月EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 7(（下),山)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 7(か）),勝)久

　　　　　　　　　　　　　定光寺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衣鉢閣下」

　　　　　　　　　　　という安堵状を納めたりして、毛利に対する作戦に苦心したのであるが、末吉城の戦にも城将河口・小鴨等の死守と敵方杉原・南条・益田等の来援にあい、ついに攻落することができずしてすみやかに退いた。勝久１７歳の時であった。
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末吉城の鹿之助幽　　　なお勝久は永祿１２年より元亀元年のころにかけ、因伯各所に戦い伯耆を確保しようとし、伯
閉さる　　　　　　　耆国高麗山麓の浄満ガ原に杉原盛重・平野加兵衛久基・谷本EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(か),勘)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(げ),解)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ゆ),由)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しん),進)ノ孫次郎等と戦ったが多勢の敵に対しえず、尼子方の敗戦に終った。元亀２年には、毛利方は吉川元春等をはじめとして６千騎の将兵を東上させて末吉城の山中幸盛を囲んだ。平地城の末吉城による幸盛も６千の大軍に囲まれ進退きわまり、ついに降参した。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ゆう),幽)閉された幸盛は、ある夜巧みにのがれて、美作
鹿之助、勝久と再　　より京都におもむき、一方再挙に失敗し新山より隠岐に渡たり、さらに京都に走っていた勝久と

会す　　　　　　　　相会し、つぎの計画に移ったのである。それがすなわち因幡攻略作戦であった。
因幡攻略作戦　　　　　この作戦は、たまたま山名の重臣武田高信が鳥取城にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よ),拠)ってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むほん),謀反)を起こし、このため但馬に出奔していた山名豊国を助けて高信を討ち、因幡一円に勢力をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(し),敷)き、これによって主家の再興をはかろうとするものであった。
鳥取のたのも崩れ　　　元亀３（１５７２）年８月１日高信は幸盛の猛撃にたまらず、誓紙を交して人質を入れ、弟の居城鵯尾に退いた。この戦を世に「鳥取のたのも崩れ」という。山名豊国は幸盛の功を賞し、鳥取城内に入れて厚くこれを優遇したが、幸盛は豊国の凡才を見ぬいて久しく止まることを望まず、時あたかも、立原源太兵衛の招きがあったのを機に京都に上った。
織田信長の裏面工　　　このころ織田信長は天下をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(へいどん),併呑)する勢いがあり、中国における毛利氏の優勢が日増しに増大す
作　　　　　　　　　るのをよろこばず、ここに尼子の遺子勝久や遺臣山中幸盛等をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たす),援)けて毛利に対処させ、毛利軍の消耗作戦を考えた。だが毛利氏からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うらみ),怨)を受けることは避け、ただ裏面において幸盛らの後援をしたに過ぎなかった。

毛利の将吉川元春　　　翌天正元（１５７３）年、幸盛らは勝久を奉じ、但馬に打って出て因幡に侵入せんとした。こ

の因・伯侵入　　　　れに対し毛利方は吉川元春を急派して伯耆・因幡を急襲させ、山名宗仙、豊国・奈佐日本助・佐々木左衛門を降参させたので、因伯２州は毛利の配下に属することとなった。
鹿之助の三たび伯　　　但馬にあってしばらく因伯の情勢を傍観していた幸盛は、同年１２月吉川元春が因幡を発して

耆侵入　　　　　　　富田城に帰陣したことを知り、この機にすかさず因幡に侵入し、立原など多くの来援を得ながら、勝久を大将として旬日にして毛利方の城を落すこと１３に及んだ。一旦毛利にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くだ),降)っていた山名豊国も、再び志を変じて勝久に応じた。その後天正３年に、豊国は又また節を変じて元の毛利氏方とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かん),款)を通ずるに至った。
元春の因幡討伐　　　　因幡において尼子軍に１３城も攻め落された激戦の中に、ひとりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きさ),私)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(といち),都)城（八頭郡）の勇士大坪甚平衛は出雲に下り吉川元春に急を告げ、尼子勢のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あなど),侮)るべからざるを力説した。このため元春は再び因幡の尼子勢討伐に向うこととなった。天正３年８月上旬のことであった。総勢２万７千、かの尾高城主杉原盛重、羽衣石城主南条元続、その弟小鴨城主小鴨官兵衛元清（後小鴨左衛門進元清）、伯耆香原山下の福頼らもこの軍に従って因幡に打ち入り、その大軍はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きさ),私)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いち),都)城に迫り２２日東家に火をかけられ、１ヵ月余の激戦に城中糧食もつきて諸将降りを乞い城はついに陥った。これで尼子勢はわずかに若桜の鬼ヶ城と宮吉の２城を残すのみとなった。

毛利氏の因伯再統　　　勝久・幸盛らは、私都の堅城が陥り、おもだった城将が降人となったことを知り、若桜の鬼ヶ

治　　　　　　　　　城も保ち難きを察し、後陣の大兵に迫られぬ先きに杉原勢１千の包囲を突破し、夜に乗じて勝久とともに京都に上った。宮吉城も城将田公父子は脱走し、残兵５～６０騎よく防戦したが、力及ばずことごとく討たれ、因幡は全く毛利の勢力圏にはいり、同月２５日元春は出雲平田に隆景は安芸に帰った。
鹿之助の最期　　　　　山中鹿之助幸盛の因伯侵入は三たび不成功におわり、天正６（１５７８）年７月３日彼の最後の拠点播州EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こうづき),上月)城も、信長・秀吉の支援が積極的でなく、勝久は自EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じん),刃)し、幸盛はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とら),囚)われの身となり悲風EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しょうしょう),粛粛)として安芸へ送られる途中、備中阿井渡において警固の者に討たれ、あえない最期をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(と),遂)げた。時に天正６年７月１７日であった。
毛利氏と織田氏の　　　因伯における尼子・毛利の争いは、大永４年５月崩れ以来ここに至る５０有余年、半世紀あま

衝突　　　　　　　　りにわたって続けられた山名・尼子・毛利の三巴戦に続き、尼子・毛利の対向の戦乱は、天正４年の鬼ヶ城（若狭城）の落城を以って終末を告げた。毛利氏は全くこの地における勢力を確立することとなり、山名豊国は漸く毛利氏の後援により、再び鳥取にもどって因幡を管治するに至った。時あたかも、中国地方における形勢は毛利・織田両氏衝突の機が熟し、中国の役に発展し、鳥取城の攻防、第２次の馬ノ山対陣、備中高松城の水攻め、本能寺の変と拡大してくるのである。
